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とえば log に4log 3と るべきところを 2log9と てはいけない。



□ 口に適する解答をマークせよ。
(1) 一般項がa』II = 2n+33―"で与えられる数列 {a』について， an<1を満たす最小の nの値は

二である。また， ~a、11 =□／三□］である。一般項がbn= a1 X a2 x… X anで与
11 = 1 

えられる数列{bn}について， bnく 1を満たす最小の nの値は［三三□］である。ただし，
log1。2= 0.3010, log10 3 = 0.4771とする。
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(2) 四面体OABCにおいて， 乙AOB=乙BOC=乙AOC=60゚， OA = 9, OB= 3, oc = 6 

である。点Pは辺OA上を，点Qは辺BC上をそれぞれ独立に動く。このとき，線分PQを

2:1に内分する点を Rとする。

可＝ s頁（O;;S;s:s; 1),国＝（ 1-t）詞＋t可（0:s; t :s; 1) とし， 辺OBを2:1に

内分する点を Dとすると，

》→ → 

DR=sk+tl, 

(, 

→ □ -k = 0A, 

二
→ □□— □-l = 0C - OB □三□ □□ 

と表され，点Rはある平面上を動くことがわかる。この平面を Hとすると，

I汀＝IT],I斤＝□三□，h.7＝□ ょり，平面H上で点Rが描く図形

の面積は□］口］／［口□□である。
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(3) 4 

x=y+bとおいたとき， P(y + b) = y4 - 4 y3 - 48炉＋ 64y+ 256となる定数bの値は

b = I下□である。さらにy= azとおいて， P(az + b) = cが一 cz3+ dz2十 CZ+Cとな
るように定数aを選ぶと a=「口]-lであり， このときの定数cとdの値は C=ロロ［］］，

d = 

p (x) 54炉ー 40x+ 269 = 0を考える。

である。

方程式P(az + b) = 0におい t = z - とー＿
N
くとt= で

る。

P (x) = 0 

x
 

＋
 

うち ものは

である。
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(4) 次の□□□］～ □□□□に当てはまるものを下の(A)~(D)から選べ。
(a) 実数xについて， O<lx+21-lx-ll<3は一l<x<lであるための□ロロ］。
(b) 実数xが有理数a, bを用いて abと表せることは， xが有理数であるための［口：二］。

(c) 無限級数こ： a11が収束することは，数列{an}が lim a11 = 0を満たすための［口：□］。
1l → (X) 

n=l 

(d) m, n, lを整数とする。町＋厨＋ l2が奇数であることは， m+ n + lが奇数であるた

めの［ロロ］。

(A) 必要十分条件である

(B) 必要条件であるが，十分条件ではない

(C) 十分条件であるが必要条件ではない

(D) 必要条件でも十分条件でもない
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圧］ □□に適する解答をマークせよ。ただし， 同じ記号の がある場合は同一の値

がはいる。

3次関数/(x)= a炉＋ b炉＋ ex+ d (aキ 0)について，

おける定数a, b, c, dの値を求めよ。

以下の(a), (b), (c)それぞれの場合に

(a) 3次関数f(x)は以下の条件（i),(ii)を満たす。

条件(i): y = f (x)のグラフは直線y= 6xと3個の共有点(-2, -12), (1, 6), (4, 24)を

持つ。

条件（ii): f (x)のX= -2における微分係数が一3である。

このとき，条件（i）より

/(x) -6 x = a (x十二）（x-口） （xー □三］）
となる。ただし， ［口［口＜□□：□]である。さらに，条件（ii)を考慮して
□ 口

a=~. b=~. c= □ ’ □ ’ 
, d =□日□を得る。

(b) 3次関数f(x)は以下の条件（i),(ii)を満たす。

条件(i):y=/(x)のグラフは直線y= 6xと点(1,6）で接し，

条件（ii):y=/(x)のグラフは直線y= 6x -12と接する。

かつ共有点(4,24)を持つ。

(c) 

このとき，

a =□□□，b ＝□王□，e＝□三］， d=三である。

3次関数f(x)は以下の条件（i),(ii)を満たす。

条件(i): y = f (x)のグラフは直線y= 6xと点（ 1,6)で接し，他に共有点はない。

条件（ii): /(x)はX= -3で極値をとる。

このとき，

ロ ロニロa = , b = , c = , d＝ である。

ロ ロニロ
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国 。以上の整数 11に対して
I11= i] tan加＋1x dx 

とする。

(l) I。を求めよ。

(2) n ;;; 1のとき I1l= (-1)11(I。+1言(-2]]”Ilが成り ことを数学的帰納法によっ

oo 

(3) log 2 = -~ 
”1=l”  

ことを用いてよい。

ただし， O~x~ -Sーにおい
4 

_ 6 _ 

〇~ tanx 




